
BIMによる積算の標準化検討部会(部会４)

2021年度活動中間報告
（BIMの普及・教育にかかる取り組み状況について）

情報委員会
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日本建築積算協会(BSIJ)情報委員会について

• 日本建築積算協会の常置委員会として、建築生産において共有されるBIM
オブジェクトに供する分類体系および基準類等の調査研究をう。

• BSIJ協議会は「BIM を活用した積算・コストマネジメントの環境整備」協
議会として、国土交通省建築BIM推進会議の部会4としての活動を行う。

国土交通省 （公社）日本建築積算協会

幹事会
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BSIJ情報委員会の活動内容

• 情報委員会は、分類体系WGのもとに各専門チームを配置し、建
築分類体系についての調査研究とユースケースの検討を行う。

• 2021年度からは設備チームを追加し、設備分野における検証も買
いした。また広報チームを発足させ、対外的な活動を展開する。

・Uniclass2015の日本語翻訳および調査研究等
・専門家および専門団体との連携（翻訳精査）
・LOC(Level of Costing)の整理とマッピング作業
・コスト概算支援プログラム(試作)による検証

2019年～活動中

2021年新規発足

コスト概算チーム

・設備分野に関する建築情報分類体系の研究
・ステージ別概算アウトプットの調査研究等
・情報委員会活動内容の対外広報活動等

BSIJ協議会

サポートWG

部会４
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建築情報分類体系の考え方と部会4の調査研究範囲

BIMを前提としたコストマネジメントのイメージ

部会4での調査研究の範囲
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構成の分類体系（物理的分類）
建物を用途から部位・部品まで定義
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• BIMオブジェクトと
対応するテーブル

• 仕様書との対応

利用の分類体系（概念的分類）
業務に適した内訳で情報を再構成

部位別概算
（例：UniFormat）

工種別見積り
（例：MasterFormat）

中長期修繕計画
（例：UniFormat）

維持保全業務
（例：COBie）

資産マネジメント
（例：ICMS）
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建物を分類する視点の多様性と分類体系

BIMオブジェクト
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• 建築要素を分類する基盤体系として「Uniclass2015」をベースとし、
積算業務にて利用するための調査研究と環境整備を実施。

要求条件の提示

概略設計

詳細設計

基本設計

施工

2019年度
• Systemsテーブルを中心とした翻訳
• 基本設計段階（S2）を中心とした分類体系を
用いた概算の可能性検討

Uniclass2015 by NBS

• Un iclass2015最新版への対応と専門家および
専門団体との連携による翻訳精度の向上

• S4段階の細目とUniclass2015のマッピング
• 設備チームを発足し、ステージ別概算方針の
策定とアウトプットの検討を開始

BSIJ情報委員会分類体系WGにおける活動内容

2020年度
• すべての主要なテーブルの翻訳に着手
• 英国で活動している積算の専門家、パブリッ
クコメントによる実務者のチェック

• Systemsテーブルを中心とした概算方法の検討
と検証（簡易プログラムの作成と検証）

2021年度
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• Uniclass2015最新版対応
• April update(461項目) / July update(446項目) 翻訳・意訳
• 今後は追加update対応、順次テーブル間整合性確認
• 他専門団体への確認事項等の精査、パブコメの反映

• 専門団体との連携（順次）
• 実務で使用可能な意訳を目標に専門家視点のアドバイスを反映

翻訳チームの活動内容
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• S4段階の細目とUniclass2015のマッピング
• BSIビル（内訳書標準書式）へのマッピング

• ステージ別概算アウトプットイメージ（部分別・工種別）
• Uniclass2015マッピングと
ステージ別概算イメージの結合

LOC（Level of Costing）チームの活動内容

88



• ステージ別概算方針すり合わせ/アウトプットイメージ
• S2,4段階での各社概算手法について情報共有

• ステージ別概算アウトプットに合わせたLOC策定
• Uniclass2015適用可能性検討

設備チームの活動内容

9



BIMの普及・教育にかかる取り組み状況について

• BSIJ協議会(部会4)専用Webサイトの公開
• http://www.bsij.or.jp/info/bsijconference.html?date=20200221

• Uniclass2015 の日本語翻訳と意見収集
• パブリックコメントの公開と収集意見の反映
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BIMの普及・教育にかかる取り組み状況について

• 広報チームの活動として、Uniclass2015 日本語翻訳版
のWeb検索システムを作成し、公開予定

• 目安箱機能の実装による意見収集の仕組みを実装予定
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• 他部会との連携
• 部会1：分類体系の整理拡充を連携して実行中
• 部会2：検討用S3モデル（建築＋設備）の提供を受け、部会4に
て、LOCとUniclass2015へのマッピング実証実験中

• 設計三会：設計三会公表の「設計BIMワークフローガイドライ
ン建築設計三会(第1版)」を参考にLOC定義を検討中

• 2021年度後半の活動予定
• 2021年11月30日に、第5回BSIJ協議会を開催
• 分類体系WG（翻訳・LOC・設備の各チーム）は、引続き連携
して作業を継続（部会2から借用のS3モデル実証等を含む）

• Uniclass2015日本語版Web検索システム試作版を公開（予定）

• 今後の取り組み
• Sフローに合わせたコストマネジメントガイドラインの策定
• 分類体系をキーとしたデータ基盤の整備（部会5と連携）

他部会との連携と今後の活動内容について
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